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＜緒言＞ 

TEMPO酸化 CNF（TOCN）は、鋼鉄の 5分の 1の軽さで、5倍以上の強度を有するセルロースナノ

ファイバー（CNF）の中でも幅が 3nmと微細であり、ナノサイズ効果による高分子材料の高性能化、

高機能化が期待されるが、複合化の実施例は少ない。TOCN表面は親水性であり、水分散体で安定化

しているため、親油性である高分子材料への複合化は困難だからである。そのため、複合体の補強メ

カニズムも明らかになっていない。本研究では、TOCNとニトリルブタジエンゴム（NBR）の複合体

を作製し、複合体における CNFの補強メカニズムの解明を試みた。 

＜実験＞ 

 TOCN 水分散体と NBR水分散体を混合し、恒温槽乾燥で脱水処理した乾燥体を弾性混練し、架橋剤

を導入後熱プレスにより成形・架橋して、TOCNと NBR の複合体を作製した①。また、無架橋複合体

をメチルエチルケトンへ浸漬してゲル体を抽出した②。①②のサンプルの機械特性（引張等）、熱特性

（動的粘弾性、膨張率）の評価を行い、比較の為、マルチウォールナノチューブ（MWCNT）と NBR

の複合体も作製し評価した。また、界面の相互作用についても解析を試みた。 

＜結果・考察＞ 

Fig.1 はMWCNT/NBR 複合体と TOCN/NBR 複合体の引張試験結

果の比較である。TOCN複合体は充填量の増加と共に 50％伸び時の

応力(δ50)、破断応力がニートサンプルよりも向上していることが

分かった。また、TOCN複合体は MWCNT 複合体と同等の物性を示

した。  

これまでの研究で、CNT複合体はマトリックス中に形成される三

次元的なネットワーク構造（セルレーション構造(2)(3)）が補強効果

を生み出すことが報告されている(1)。TOCN 複合体がMWCNT複合

体と同等の物性を示すことから、TOCNは NBR中で三次元的な構

造を形成していると考えられる。充填量に対する物性変化を評価す

るために 10phr以下の濃度の変量サンプルを作製した。NBR に対す

る TOCNの添加量 0.1％以下のサンプルは、δ50と伸びにニートサ

ンプルと大きな差は見られなかったが、TOCN の添加量の増加に伴って弾性率が増大し伸びが低下し

た。室温弾性率測定では、NBR に対する TOCNの添加量が 0.3vol%と 0.6vol%の間で室温弾性率が大き

く増加した。これらのことから、NBR中の TOCNのセルレーション構造は添加量が約 0.1％の低い時

点から形成されており、その構造が諸物性に大きく寄与していると考えられる。 
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Fig. 1 Tensile Stress Strain curve of  
NBR/CNT and NBR / TOCN composites. 


